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成人おめでとう。…という
わけで、みなさんも大人の

仲間入り。

21世紀を拓くみなさんのフ

レッシュな感性に期待して

…乾杯。

そうそう、投票や年金加入

など社会人としての行動も

お忘れなく…。 “ ‘
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計
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概
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⑩
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／
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六
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大
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仲
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第
四
一
回
成
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●
｜
｜
月
一
六
日
（
木
）
か
ら
税
の
申
告
が
始
ま
り
ま
す

・
超
高
齢
社
会
が
や
っ
て
く
る
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自然をたいせつにし、美しいまちをつくりましょう。

きまりを守り、明るいまちをつくりましょう。

礼儀を正しくし、 うるおいのあるまちをつくりましょう。

元気で働き、豊かなまちをつくりましょう。

思いやりのある、あたたかいまちをつくりましょう。
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｜
月
一
五
日
（
日
）
、
文
化
会
館
を
会
場
に
ス
ー
ツ
や
振
り
袖
姿

の
二
○
歳
の
み
な
さ
ん
が
出
席
し
て
「
第
四
一
回
成
人
式
」
が
開
か

れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
こ
の
冬
一
番
と
い
う
最
低
気
温
マ
イ
ナ
ス
三
・
八
度
を

記
録
し
た
寒
い
一
日
で
し
た
が
、
会
場
は
若
い
み
な
さ
ん
の
熱
気
で

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

が
大
人
の
仲

会場での新成人のみなさん午

ー.

今
年
の
対
象
者

九
人
（
男
子
二
七

女
子
二
九
五
人
）

の
う
ち
式
典
に
出

入
は
、
四
一
○
人

式
典
で
は
、
大

長
が
「
新
し
い
時

く
の
は
み
な
さ
ん

こ
れ
か
ら
は
大
人

た
自
覚
を
持
っ
て

る
行
動
を
期
待
し

と
あ
い
さ
つ
。
続

人
代
表
の
答
辞
に

ま
い

木
村
麻
衣
さ
ん

人
に
な
っ
た
意
味

Ｈ
の
社
会
を
担
う

歩
を
路
み
出
し
た

式
典
終
了
後
は

人
者
に
よ
り
組
織

が
企
血
し
た
学
校

せ
書
き
、
歓
談
会

ま
し
た

が し
振
り
の
同
級
生

し
芳
侶

〈
云
輻
痴
の
幸
の
ち

は
五
六
一

夷

四
人
、
繩

で
、
こ
鈴
》

席
し
た
》

で
し
た
２闘錘

Ｅ

久
保
市
』
曇

Ｊ

代
を
開
一
》

で
す
。

に
な
つ

責
任
あ

ま
す
」

い
て
成

立
っ
た

（
下
手
綱
）
は
、
「
大

を
十
分
に
考
え
、
明

に
ふ
さ
わ
し
い
第
一

い
」
と
抱
負
を
語
り

篭

、
今
岡
初
め
て
新
成

さ
れ
た
実
行
委
員
会

別
の
記
念
撮
影
や
寄

な
ど
が
行
わ
れ
、
久

と
の
再
会
を
喜
ぶ
声

こ
ち
か
ら
間
か
れ
ま

＝

群

爵 ｰ二

入
り
一一
ま

鴬

ー'

静宇＃

陛繊
驚灘f職輝

溌撫殿＃ 4

式辞を述べる大久保市長卒
鰯

織
新成人を代表して答辞を述

べる木村麻衣さん

蕊 寺H蕊
－

の
淨蕊篭蕊卦 、

1■■■■■■■■■■

－子

今
年
の
対
象
者
は
、
昭
和
四
九
年
四

月
二
日
か
ら
昭
和
五
○
年
四
月
一
日
に

生
ま
れ
た
み
な
さ
ん
で
す
。
こ
の
年
は
、

高
萩
市
が
で
き
て
二
○
年
と
い
う
成
人

を
迎
え
た
と
き
に
あ
た
り
、
市
民
憲
章

や
市
民
の
歌
が
作
ら
れ
る
な
ど
新
し
い

ま
ち
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト
し
た
年
で
も

あ
り
ま
す
。

昭
和
四
九
年

五
月
「
高
萩
市
民
の
歌
」
「
高
萩

市
民
ぱ
や
し
」
を
作
成

八
月
駅
前
広
場
を
整
備
し
、
バ
ス

発
着
所
が
完
成

一
○
月
第
一
回
市
民
音
楽
祭
を
開
催

第
二
九
回
国
民
体
育
大
会
が

茨
城
県
で
開
催
さ
れ
、
高
萩

市
は
一
般
準
硬
式
野
球
競
技

の
会
場
と
な
り
ま
し
た
。

辮懸昇撫認照瑚吟牛
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理
蝉

駕審

夢律 達

串
叩
蠅
峨
０
剥
幸
届

任
さ
れ
た
仕
事
の
一
つ
一
つ
を

確
実
に
責
任
を
持
っ
て
成
し
遂

げ
る
こ
と
。
そ
し
て
、
職
場
の

先
輩
に
、
信
頼
さ
れ
る
一
人
に

な
り
た
い
で
す
。

成人30人に質問！
①秋の市議会議員選挙に

投票しますか？

○はい 25人

●いいえ 4人

△わからない 1人

(声)○自分の考えを反映

したい。●政治に不信感

がある。△直接的でない

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
中
東
を
尋
ね
、

そ
の
国
の
歴
史
に
触
れ
た
い
し
、

み
な
さ
ん
に
も
紹
介
で
き
れ
ば

と
、
今
、
ツ
ア
ー
コ
ン
ダ
ク
タ

ー
に
な
る
た
め
に
勉
強
中
で
す
。

蝉

￥

咀

蠅

鯉

プ

磐

冴

牙

墓

動

津
岫
争
動
禅
彰
乎
蛉
帯
鈴
頚
』
砿
騨
謁
郡
轟
璃
騨
榊
串
砕
永
眠
堺
謝
斑
騨
￥
奇
鰕
．
、
淵
響
群
齢
課
簿
記
出
群

、

葬

專

＄

酢

瀞

韓

馨
域あきのり

安原章哲さん 岩倉博子さん

（高萩）(安良川）

②高萩市にずっと住みた

いですか？

○はい 20人

!●いいえ 10人

(声）○自然環境がよい。

●都会にあこがれている。

蔦

人にﾉ<ソダビユー、
野

邸
瞠
守
鼬

悪

仰
Ｊ
わ
き
ま
せ
ん
が

ワ
。

ノ
、
一
ア
レ
ー

わりに
な
れ

に
今
の
感
性
を
保
ち
続

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
興
味
が
あ

い
つ
十
ま
で
ｊ
も
妙
右
々
‐
し
ノ
、

ノ
ス
が
好
き
な
の
一

爵

輔
潅
．
弾
鍜
馨
深
騨
》
妙
診
粥
熟
粥
叩
“
唖
轟
帝
錦
鰡
竜

成
人
し
た
と
い
》
〈

鋒

3今、興味あそ

・スポーツ

・一人暮らし

・仕事

・趣味

・その他（車、

性など）

９
．

国
全
く

は
、

と
人
人
人
人
金
人

こ
９
４
３
３
お
皿

つ
に
絞
る
の
は

ｂ
い
い
な

て
ｊ
し
イ 野

輔

翼

＆

識

＄ し
L－

に

勢 ﾉｷ

蕊

〆 鰐
・
患

》

鞭

蠅

〕

ザ

韻

、

指

導

者

| 1 |川こずえさ人

（下手綱）

豊田彩子さん

（上君田）

実
感
が

か
く
挑

ま
す
。

け
て
い

ヤ
ズ
ダ

難
し
い

ー↓
一

争
蕪
齢
騨
躍

の年を終九
公、
ノ

回
の
成
人
式
に
は
、
新
成
人
の

二

､砥＝

1－力

な
も
の
を
考
え
ま
し
た
。
当
日

は
た
く
さ
ん
の
同
級
生
が
応
援

し
て
ノ
、
れ
た
の
で
う
れ
し
か
っ

た
で
す
」
と
感
想
を
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。 ー

寄せ書きを行う

二
月
市
制
施
行
二
○
周
年
記
念
式

典
を
挙
行

市
民
憲
章
を
制
定

市
役
所
玄
関
前
に
ブ
ロ
ン
ズ

像
が
完
成



それは、豊かな社会を

つくるために欠かせなL

大切なものです

、

から ●

ー’

の申告が始まります
式
年
渉
檸
却
轄
一
申
告
の
必
要
な
入

ま
例
□
た
つ
に

今
年
の
一
月
一
日
現
在
、
高
萩
市
内

い
、
窓
い
か
め

て
た
、
ち
な
早
に
居
住
し
て
い
た
人
は
、
原
則
と
し
て

け
ま
と
待
き
お
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
特

付
る
お
で
け

に
次
の
内
容
に
該
当
す
る
人
は
、
市
・

碑
唯
吻
面
琴
轄
罰
辨
畦
髄
州
岬
吟
唾
鯉
毒
咄
蔀
窪
四
緑
峠

○

税
な
木
間
務
の
も
は
、
市
・
県
民
税
の
申
告
を
す
る
必
要

需
轆
印
媚
蛾
謂
諏
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
時
怖
１
日
か
務
■
市
・
県
民
税
の
申
告
書
が
、
送
ら
れ

姉
証
明
画
は
皿
醗
て
き
た
人

人
申
、
ま
告
こ
所
■
給
与
所
得
だ
け
の
人
は
、
申
告
を
す

個
定
は
ｊ
申
、
役
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

、
確
間
水
定
が
市
勤
務
先
濡
与
支
払
萱
か
ら
市
役

た
の
期
く
確
す
、

ま
税
告
日
の
ま
り
所
へ
給
与
支
払
報
告
書
を
提
出
し
て

鐘
龍
淨
郡
融
耐
醍
い
な
い
場
合
は
、
本
人
が
直
接
、
申

今
と
た
３
所
け
間
告
し
て
く
だ
さ
い
．

告
し
ら
受
期
・
■
△
ロ
ー
ナ
斤
日
一
Ｚ
剴
矯
》
、
Ｆ
〔
ノ
全
一
ｈ
ｒ
尋
↑
。
弐
一
嘩
猟

付けています。

また、例年、

■
市
・
県
民
税
の
申
告
書
が
、
送
ら
れ

て
き
た
人

■
給
与
所
得
だ
け
の
人
は
、
申
告
を
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

勤
務
先
（
給
与
支
払
者
）
か
ら
市
役

所
へ
給
与
支
払
報
告
書
を
提
出
し
て

い
な
い
場
合
は
、
本
人
が
直
接
、
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

■
給
与
所
得
者
で
、
年
の
途
中
で
退
職

申告終了日が間近にな

ると、窓□が大変混雑します。長時間

お待ちいただくうえ、落ち着いて相談

できなかったりしますので、できるだ

けお早めに申告を済ませてください。

｜

癖鳶鍵辮
織
辮
灘
懲
瀧
灘
織
蝉
識
灘
嶮
溌
識
灘
蕊
舞
認

溌

謬

し
た
人
は
、
退
職
し
た
勤
務
先
か
ら

源
泉
徴
収
票
を
い
た
だ
い
て
、
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

■
給
与
所
得
者
で
、
給
与
以
外
に
地
代

や
家
賃
な
ど
の
収
入
が
あ
っ
た
人

蕊溌磯

蕊ー

鑑簿
讓謹増

蕊識溌

蕊難
辮溌
識識溌
F“､報轤､､印轆'

藤税務誤認蕊 課蕊鐙
串串酔嘩蕩強轆

弾剋､託辞､豊

噸線蕊鞠 2 3
紐

君

、

、

酔

鋤

勲

守

設

蹄

昇
洋
謬
喰
、
誤

嘩
騨
騨
妊
串
貼
貼

； 9
謬奉島

二
‐
申
告
に
用
意
す
る
も
の

口
申
告
書
（
記
載
例
を
参
考
に
し
て
、

住
所
、
氏
名
、
扶
養
家
族
な
ど
を
記

入
し
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
）

口
印
鑑

口
収
支
を
明
ら
か
に
し
た
帳
簿
や
書
類

（
給
与
所
得
者
は
源
泉
徴
収
票
）

口
社
会
保
険
料
、
国
民
健
康
保
険
税
、

国
民
年
金
、
生
命
保
険
料
、
損
害
保

険
料
な
ど
の
領
収
書
や
支
払
い
証
明

聿
日

口
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
、
医
療

費
を
支
払
っ
た
証
明
書
と
、
保
険
金

な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
た
金
額
の
わ
か

る
書
類
。
な
お
、
寝
た
き
り
老
人
な

ど
の
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受

け
ら
れ
る
人
は
、
お
む
つ
使
用
証
明

書
を
添
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

控
除
の
対
象
に
な
る
の
は
、
こ
の
証

明
日
以
後
の
お
む
つ
代
に
な
り
ま
す

■
平
成
六
年
巾
に
所
得
税
の
源
泉
徴
収

を
受
け
な
い
で
、
賃
金
な
ど
の
支
払

い
を
受
け
た
人
は
、
そ
の
内
容
の
わ

か
る
も
の
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
住
所
地
の
県
共
同
募
金
会
や
日
本
赤

十
字
社
な
ど
に
、
一
○
万
円
を
超
え

る
寄
付
金
を
し
て
、
寄
付
金
控
除
を

受
け
よ
う
と
す
る
人
や
、
医
療
費
控

除
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
は
、
そ
の

内
容
の
わ
か
る
も
の
を
用
意
し
て
く

だ
さ
い
。

MI
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申告相談と受け付けの日程
今
年
も
出
張
申
告
相
談
と
申
告
受
け

付
け
を
、
左
の
表
の
日
程
で
行
い
ま
す

市
。
県
民
税
の
申
告
書
は
、
日
程
に

合
わ
せ
て
、
税
務
課
か
ら
み
な
さ
ん
に

直
接
郵
送
し
ま
す
。

な
お
、
市
・
県
民
税
の
申
告
吉
は
、

前
年
の
課
税
を
も
と
に
、
申
告
が
必
要

と
思
わ
れ
る
み
な
さ
ん
に
郵
送
し
ま
す

こ
の
申
告
の
内
容
を
も
と
に
、
平
成

七
年
度
の
市
・
県
民
税
の
税
額
を
決
め

ま
す
。
市
・
県
民
税
は
、
六
月
以
降
か

ら
四
回
に
分
け
て
霊
日
通
徴
収
）
納
め

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

特
別
徴
収
の
場
合
は
、
二
回
に
分

け
て
七
月
以
降
の
給
料
か
ら
毎
月
納
め

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

申
告
を
も
と
に
市
・
県
民
税

の
税
額
を
決
め
ま
す

出
張
申
告
相
談
と
申
告
受
け

付
け
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

＊時間：午前10時から午後3時まで

とき

2月

17日

（金）

20日

（月）

と 〆〕

上君田生活改善センター

緑の郷コミュニティセンター

秋山中集落センター

若栗公民館

大能生活改善センター

中戸川公民館

横川生活改善センター

石滝公民館

安良川公民館

高戸集会所

21日

(火）
蟻

灘瀧蕊
鱗議

弘

鍵蕊

：蕊
関口集会所

行人塚集会所

山手集落センター

22日
／ 『 ､

I7kl
、ノ｣写／ 蕊鱗

蕊癖

灘f瀧

鰯

辮
鰯
》
燕
識
殿

識

下組生活改善センター

島名多目的研修会館

秋山南集会所

赤浜田園都市センター

駒木原集会所

秋山下生活改善センター

松岡地区公民館

上手綱生活改善センター

23日

(木）

蕊

議
鴬24日

（金） 灘謹羅
蕊
箪
蕊 蕊議

ー

捧玲

旧
即
明
知

〔
ノ
ム
ノ
ー
ｌ
、
〔
ノ
ニ
ノ
Ｊ
１
、

‐

蕊
■
税
務
署
か
ら
所
得
税
の
確
定
申
告
害

が
送
ら
れ
て
き
た
人

■
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど
の
あ

る
人
で
、
平
成
六
年
中
の
各
種
所
得

（
商
業
、
工
業
、
医
業
、
農
業
な
ど
）

金
額
が
、
所
得
控
除
（
基
礎
控
除
、
配

偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
な
ど
）
の
合
計

金
額
を
超
え
る
人

■
給
与
所
得
者
で
年
末
調
整
さ
れ
て
い

る
人
は
、
確
定
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま

確
定
申
告
が
必
要
な
人

有明町集会所

北組センター 蕊

＃
せ
ん
が
、
次
の
よ
う
な

人
は
、
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。

・
給
与
の
年
収
が
、
一

五
○
○
万
円
を
超
え

る
人

叱
給
与
以
外
の
所
得
が

二
○
万
円
を
超
え
る

人
・
二
か
所
以
上
か
ら
給

与
を
受
け
て
い
る
人

識
韓壗輔斌]

蕊
蕊溌溌霧 蕊溌‘

蕊鐵鐸識蕊蕊燕
蕊蕊蕊溌蕊議

■
一

一
一

■■■■■ﾛ■

市
。
県
民
税
の
申
告
に
用
意
す
る
も

の
と
同
じ
で
す
。

た
だ
し
、
住
宅
取
得
等
特
別
控
除
を

受
け
る
人
は
、
次
の
書
類
を
用
意
し
て

く
だ
さ
い
・

口
登
記
簿
謄
本
ま
た
は
抄
本

口
住
民
票
の
写
し

口
売
買
契
約
害
、
ま
た
は
工
事
請
負
契

約
書
の
写
し

口
住
宅
取
得
資
金
に
か
か
る
借
入
金
の

年
末
残
高
等
証
明
書

口
源
泉
徴
収
票

年
末
調
整
に
よ
り
、
所
得
税
が
精
算

さ
れ
て
い
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
で
、

次
の
よ
う
な
人
は
、
申
告
（
所
得
税
還

付
申
告
）
す
る
と
所
得
税
が
戻
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

◎
病
気
や
出
産
で
、
多
額
の
医
療
費
を

支
払
っ
た
と
き
。

◎
マ
イ
ホ
ー
ム
を
取
得
し
、
ロ
ー
ン
の

支
払
い
、
ま
た
は
銀
行
な
ど
か
ら
住

宅
資
金
の
借
入
金
が
あ
る
と
き
。

◎
年
末
調
整
後
に
、
子
ど
も
の
出
産
な

ど
扶
養
親
族
に
異
動
が
あ
っ
た
と
き

◎
勤
め
を
年
の
途
中
で
や
め
、
再
就
職

を
し
て
い
な
い
と
き
ｃ

◎
国
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
に
寄
付
を

し
た
と
き
。

＊
税
金
が
戻
っ
て
く
る
と
き
は
、
申
告

者
の
金
融
機
関
の
口
座
へ
振
り
込
む
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
口
座
番
号
と
印

税
金
が
戻
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

申
告
に
用
意
す
る
も
の

､ー．

本
人
、
ま
た
は
扶
養
親
族
の
所
有
す

る
資
産
の
う
ち
、
日
常
生
活
に
必
要
な

住
宅
、
家
具
、
衣
類
、
現
金
な
ど
の
資

産
に
つ
い
て
、
災
害
に
よ
り
損
害
を
受

け
た
場
合
や
後
片
づ
け
な
ど
、
災
害
関

連
の
支
出
が
あ
っ
た
と
き
に
は
、
所
得

税
で
は
雑
損
控
除
か
災
害
減
免
法
に
よ

る
軽
減
免
除
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

確
定
申
告
に
よ
る
所
得
税
の
納
期
限

は
、
確
定
申
告
の
期
限
と
同
じ
で
、
三

月
一
五
日
（
水
）
で
す
。
ま
た
、
振
替

納
税
を
す
で
に
利
用
さ
れ
て
い
る
人
は
、

指
定
さ
れ
た
預
金
口
座
の
残
高
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

鑑
も
ご
用
意
く
だ
さ
い

｜
所
得
税
の
納
期
限

ルメW卑燈/毒 ｉ

ｌ

Ｉ

Ⅱ

ノ

盃尽姪＃
ノ

メ霞悪 災
害
に
よ
り
損
害
を
受
け
た
人

ざ蝿捷爵鐵を燕悪人が申窪しなかうだりi
識:､ :鑑､ ､ 鷲 《 - "; ･ ": ． ､ﾐ蕊､: : ､ . . ､:鷲《 "．: ¥"淵罵､溌:"．. ¥ . " -;; :､ :: ： :;､ -.篭: :.;. . . ;:灘;溌

誤つ鎧環告を〃たり;じ題す遥〈;軽燕加算

蝿
騨
Ｊ

恥
露
恐
稚
、
設
暮
、
、
哨
設
く

》
蔦
》
を
Ｅ
垂

迩
溌
認
淀

淨
昼
鼠
匡
鼓

“
守
貼
鞠
釉
＄
“
出
恥
談
、
迅
弾
；
晶
蝋
蝿
錠
＄

鰈
ゾ
ベ
へ
鐸
轄
齢
嘩
学
、
鍾
詫
轟
燕
騨
器
“
密

蕊
》
蝉
心
》
し
か
溌

龍
一
鍾
罷
《
垂

，
弧
鉛
》
：
》
、
》
蕊
鍛
“
》
《
《
穏

睡
地
承
“
叩
“
観
》
薄
唖
“
準
噌
“
窯
潔

》
燕
瞳
諏
《
沁

却
鯉
単
恐
可
・

総
簡
団
》
戸

翁
一
》
三
期
孫
￥

蕊
砲
口
口
《

：
：
…
…
：
燕

灘
溌
鱈

段
段
１
段
段
ｆ
段
段
設
噌
、
堀
輯
段
段
、
、
、
、
、

難
蕊
一
蕊

金節蕊滋毎足説鎮の"礎建溌卸15"｡J;
C迩蒲競舞不足税額に!(う函で軍靴｡｡掘魂 ’

ソ
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関
東
信
越
税
理
士
会
日
立
支
部
で
は
、

所
得
税
確
定
申
告
の
た
め
の
無
料
納
税

相
談
を
行
い
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い

Ｉ
税
理
士
の
Ｉ

無
料
納
税
相
談

財溌

額は、所得税で平成6年

額の20%相当額（限度額

住民税では平成7年度の

うち所得割税額の15％相

額2万円）が納付すべき

控除されます。

L~

①
給
与
所
得
者
の
場
合

原
則
と
し
て
六
月
と
年
末
調
整
の
際

に
控
除
す
る
方
法
で
、
す
で
に
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
年
末
調
整
を
受
け
な
か
っ
た

所
得
税
関
係

（
注
）
退
職
所
得
に
つ
い
て
は
、

源
泉
徴
収
の
段
階
で
の
特
別
減
税

の
適
用
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た

所
得
税
額
に
つ
い
て
は
、
平
成
六

年
中
に
退
職
所
得
の
支
払
い
を
受

け
る
人
が
確
定
申
告
期
間
中
に
確

定
申
告
耆
を
提
出
し
適
用
を
受
け

ー

曹
識
；

Ⅲ

叫
禽
号

》
魔
砿
鐇
麹

嫁
癖
鶴
認
舗
鶴
韓
癖
鏑
嬢

驚
蕊
溌
驚

鵜
鷺！ 6



回人件費の割合（5年度普通会計決算）
、住民基本台帳人口 35,998人

（6年3月31日現在）

きく
一一－--一 まれます。

回一般行政職の級別職員数
～ 1級 2級 3級 4級’ 5級’ 6級’ 7級’ 8級｜ 計

標準的

な職務

内容

課長

副参事

制長補佐

主事補

技手

主事

技師

係長

主任

課長

副参事

部長

参事
士南全

1 Tl 係長

職員数’ 7人 12人
構成比' 3.5％ 59％

17人

8.4％

ハのr

Oムノ、

30.7％

18人 61人 11人 14人 202人

8.9%30.2% 5.5% 6.9% 100%

202人

※高萩市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。標準的な

職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です｡

回給与費 (6年度普通会計予算）

賛給

料 ｜ 蝋貝手当職員手当

匂
マ職員数

(A)

l ﾉ当た'1の給与費

(B/A)期末勤勉手当 ｜ 計 (B)
lig6,477万6千| 'l

亦向

181H6,061万3千円305人 11ig4,259万8千円 5億5,323万9千| ' l 61()万円

職員手当には、退職手当は含みません。 また、給与費は、当初予算に計上した額です

回職員の初任給 回平均給料・給与月額と平均年齢 …／

技能労務

H揃平均給与月絹

)01'1 267,056円

職

平均年齢

40.11歳

一般行政職

¥堺俳|月紺 平均紺与月纐|平均年齢

、
、

、
、

平均紺料j揃

247,5001'1

、

入
42.03歳高秋市 379,941｢'1336,8001 [l

、

47.08歳38. ()7歳291,2581 '1 268,5()2円|封
、

～

～

市
職
員
の

給
与
で
す

回職員の纈年数‘学剛平均給料月關回特別職の報酬など
経験年数

20年

m"#W|""mW
331,200

1 1］

一『ユ今一 ・

1局牧羊般
行
政
職

ー〆
282,800

円

196,300

円

320,100

円

228,500

円

356，50(）

円
大字￥

266,500

1I1

技能労務職

(高校卒）

内容：平成6年4月1日現在※経験年数とは、卒業後ただちに採

用され、引き続き勤務している場合

の採用後の年数をいいます。

担当：職員課恋23-2111

：§…ゞ 内線262回各種の職員手当

●退職手当…国の職員と同じ割合です。 ●期末・勤勉手当（6年度支給割合）
…国の職員と同じ割合です。

’
三

勤続20年

勤続25年

勤続35年

最高限度額

O扶養･住居･通勤手当
…国の職員と同じ割合です。芝

紺

で参グ
ヶヘ､

トー

' 600月分' 627 月分｜ ●時間外勤務手当
、

吟その他の加算措置

・定年前早期退職者に、 2～2()％の加算

措置があります。

・退職時に､特別昇給(1号給)があります。

支給総額

5,456万9千' '1

職員一ﾉ当た'1破船噸

483,000円

680,000円

4年度

5年度 7,2()7万｢|］

7

、

、

高萩巾

初任給
採用2年経

過日緋|額

一
般
行
政
職

｜
技能労務職

(高校卒）

131，600

円

高校卒

t学卒

134,900

円

164,900

円

144,200

円

178,400

円

140,800

円

|土’

初任給

134，900

''1

164.900

円

131，600

円

採用2年if

世H僻|紺

144,20(）

円

178,400

| I」

140，800

円

ゞ

市辰

助役' 663.000円
収入役

吾昔危 Iざ

jj我 ．」又二

日|｣議長

議員350,000円

給料月額等

798,()001｢I

601,()O0Ilj

430,000''1

〕70,00()円

期末手当

・ 6f噸支給割合

61側1.6月分

12M期2.0月分

3j側05月分

計 4. 1月分

自己都合

21．0

33．75

恥
一
恥

47.5月分

勧奨･定年

21.875月分

44.55月分

62.7 月分

~～
～

末手当

勤勉手当

6月期

1.6月分

0.6月分

12月期’ 3月期

20月分'05月分'41月分
0．6月分 一 ’ 1．2月分

計

|、｜ 内 容

扶養手当

住居手当

閨勤手当

配偶者

配偶者以外の扶養親族

その他の扶養親族
に
ク
ズ
王
易
ぞ
〈

。
△
｛
』
心

持
稀
惜

交通機関利用者

到車等交通用具使用者



参

わ
が
国
で
は
人
□
の
高
齢
化
が

急
速
に
進
み
、
’
二
世
紀
の
初
頭

に
は
国
民
の
四
人
に
一
人
が
六
五

歳
以
上
の
高
齢
者
と
い
う
超
高
齢

社
会
を
迎
え
る
も
の
と
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
個
人
レ
ベ
ル

で
は
す
で
に
人
生
八
○
年
と
い
う

長
寿
社
会
に
入
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
確
実
に
や
っ
て
く
る
超
高

齢
社
会
に
対
応
す
る
た
め
、
今
か

ら
準
備
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
市
で

は
『
高
萩
市
老
人
保
健
福
祉
計

画
』
を
策
定
し
、
高
齢
者
が
健
康

で
生
き
が
い
を
持
っ
て
安
心
し
て

生
活
で
き
る
社
会
を
つ
く
る
た
め
、

多
く
の
施
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
月
号
で
は
、
高
齢
社
会
が
ど

の
よ
う
に
進
ん
で
い
る
か
を
考
え

な
が
ら
、
『
高
萩
市
老
人
保
健
福

祉
計
画
』
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
． 高

｜
｜
高
齢
化
の
進
行
速
度
が
速
い

わ
が
国
の
六
五
歳
以
上
の
老
齢
人
口

は
、
平
成
四
年
に
一
、
六
二
四
万
人
で
、

総
人
口
の
一
三
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
で
し

た
。
老
齢
人
口
比
率
が
七
パ
ー
セ
ン
ト

か
ら
一
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
す
る
ま
で

の
所
要
年
数
は
わ
ず
か
二
五
年
と
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
高
齢
化
の
進

ん
で
い
る
欧
米
諸
国
と
比
較
し
て
み
る

と
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
一
○
○
年
か
か

っ
た
の
に
対
し
、
日
本
は
そ
の
四
倍
の

二
五
年
と
い
う
速
さ
で
高
齢
社
会
を
迎

え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、

外
国
で
は
三
世
代
か
け
て
ゆ
っ
く
り
高

齢
社
会
の
準
備
を
し
て
き
た
の
に
対
し
、

わ
が
国
で
は
一
世
代
の
中
で
急
い
で
や

ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
し

て
い
ま
す
。

わ
が
国
の
高
齢
化
の
特
徴

七
五
歳
以
上
の
後
期
高
齢
人

口
が
急
増

I I

七
五
歳
以
上
の
後
期
高

齢
人
口
の
総
人
口
に
占
め

る
割
合
は
、
平
成
二
年
現

在
四
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
で

l

l
l

l

l
l

面三

八
瓦

す
が
、
今
後
こ
の
割
合
は
急
激
に
増
加

し
、
平
成
三
二
年
（
二
○
二
○
年
）
に

は
、
一
二
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
と
ほ
ぼ
現

在
の
老
齢
人
口
比
率
に
等
し
い
割
合
に

ま
で
急
上
昇
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。

こ
れ
は
約
三
○
年
後
に
は
、
わ
が
国

の
人
口
の
四
人
に
一
人
は
高
齢
者
と
な

り
、
さ
ら
に
、
そ
の
う
ち
約
半
数
は
七

五
歳
以
上
と
い
う
欧
米
諸
国
も
か
つ
て

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
本
格
的
な
高
齢

社
会
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

‐
□
、
‐
ノ
ー
ト

人
人
叩

年
千
日

老
く
３

老年人□、老年人口指数及び老年人口比率の推移

32.738 32,818

崎緬､､､ 31 ,416
#
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高
齢
化
に
地
域
間
の
差
異
が
あ
る

近
年
の
都
市
化
の
振
興
や
産
業
構
造

の
変
化
に
伴
い
、
都
道
府
県
の
み
な
ら

ず
、
市
町
村
で
の
高
齢
化
の
進
行
に
大

き
な
地
域
差
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
た

め
高
齢
化
対
策
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

実
情
を
踏
ま
え
な
が

這
た
き

ら
推
進
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

5.000 ｝

、戸 鴬
大昭
9 5 15 25 35 45
年年
92() ,30 .40 ,50 ‘60 ’70

平

45 55 2 12 22 32 42 52 62
年

70 ,80 .90 2000 .10 ,20 ,30 ,40 ‘50

２
０

９
８

２
０

８
７

２
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(境料）並凧

r白珊

にまでは総潤菅i砺1局｢国勢調琶 I､平或12窪以降は厚生誉人口問題研究向

)将来推計 人口』(平戚4笙9月推胃1）

の

ノ

富
だ
さ
り
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

多
く
の
人
が
抱
え
て
い
る
不
安
の
一
つ
に
『
寝
た
き

り
」
が
あ
り
ま
す
。
寝
た
き
り
は
本
人
の
生
活
の
質
を
著

し
く
損
な
う
ば
か
り
で
な
く
、
家
族
に
と
っ
て
も
多
大
な

負
担
を
負
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
年
を
と
れ
は
寝
た
き
り
に
な
る
の
は
仕
方
が
な
い
」

「
脳
卒
中
に
な
っ
た
ら
寝
た
き
り
は
避
け
ら
れ
な
い
」
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
寝
た
き
り
の
か
な
り
の
部
分

は
、
日
ご
ろ
か
ら
の
健
康
管
理
に
対
す
る
心
が
け
で
防
げ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

次
に
紹
介
す
る
の
は
厚
生
省
が
策
定
し
た
「
寝
た
き
り

ゼ
ロ
へ
の
一
○
か
条
」
で
す
。

「
寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
、
さ
せ
な
い
」
と
い
う
強
い
意

志
を
も
っ
て
寝
た
き
り
防
止
を
実
践
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
（

第
一
案
．
脳
卒
中
と
骨
折
予
防

・
寝
た
き
り
ゼ
ロ
へ
の
第
一
歩

”
寝
た
き
り
に
な
る
と
き
っ
か
け
と
し
て
多
い
の
が
、
脳
卒
中

と
骨
折
。
塩
分
控
え
目
な
食
事
、
冬
の
脱
衣
所
ト
イ
レ
で
の

注
意
、
ゞ
つ
ま
づ
き
や
す
い
も
の
を
床
や
地
面
に
置
か
な
い
な
ど
、

脳
卒
中
や
骨
折
の
対
策
を
実
行
し
て
く
だ
さ
い
。

第
二
条
寝
た
き
り
は
寝
か
せ
き
り
か
ら

作
ら
れ
る
過
度
の
安
静
逆
効
果

高
齢
者
は
病
気
な
ど
で
一
週
間
も
寝
込
む
と
、
筋
肉
が
衰

え
、
起
き
上
が
る
意
欲
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
か
ぜ
や
け
が
で
も
、
早
め
に
洽
し
、
安
静
期
間
を
短
く
し

ま
し
ょ
う
。
“

！

：
，
：
Ⅷ
：
ゞ
：
“
￥
“
ゞ
ゞ
ゞ

－超高齢社会ってどんな社会？一声

2025年4月、胸を張って入社式に臨んだら、

目の前に並んだ重役の数が新入社員の倍もい

た。 （新入社員と重役の比率が現行の1対1

から1対2に重役層が増える）

その日の昼休み、会社近くの公園で休んで

いると、お年寄りが子供を連れて歩いている

姿がやたらと目立つように思えてならない。

(老人と子供が同数になる）

など、今では考えられないような社会にな

るだろうと予想されています。

8
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高萩市老人保健福祉計画

を策定

市では確実にやってくる超高齢社会に対応するた

め、国で策定された「高齢者保健福祉計画推進十か

年戦略」 （ゴールドプラン）に基づいた高齢者基礎

調査を行い、老人保健福祉計画をつくりました。

これは高齢者が健康で生きがいを持ち安心して生活

できるよう、市民と行政が連携し、保健。医療。福

祉の関係機関が一体となって総合的な高齢者サービ

スを計画的に推進していこうとするものです。
牛 第19回クロッケー大会のようす

本
市
の
高
齢
化
率
は
昭
和
四
五

年
に
七
・
○
パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た

が
、
そ
の
後
年
々
上
昇
し
、
平
成

二
年
に
は
一
三
・
二
パ
ー
セ
ン
ト

と
な
り
、
国
や
県
の
比
率
を
や
や

上
回
る
ほ
ど
に
な
っ
て
い
ま
す
。

将
来
推
計
を
見
る
と
、
平
成
一
二

年
に
は
六
五
歳
以
上
の
高
齢
者
は

六
、
○
五
七
人
で
、
老
齢
人
口
比

率
は
一
五
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
と
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
介
護
の
必
要
性
が
高
く

な
る
七
五
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者

■
計
画
の
背
景

ロ
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制

［
施
設
の
整
備
］
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の

設
置
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
專
用
ベ
ッ

ド
、
老
人
ホ
ー
ム
ベ
ヅ
ド
、
老
人
保

健
施
設
ベ
ッ
ド
の
増
床

［
マ
ン
パ
ワ
ー
の
確
保
］
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
、
保
健
婦
、
老
人
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
看
護
婦
、
栄
養
士
、
理

学
療
法
士
ゞ
歯
科
衛
生
士
の
増
員

［
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
充
実
］
相
談
窓
口
、

広
報
の
充
実
、
住
民
組
織
の
活
用

の
占
め
る
割
合
は
、
平
成
二
年
の
四
・

八
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
平
成
一
二
年
に
は

六
・
○
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
る
と
予
想
さ

れ
て
い
ま
す
。

■
計
画
の
内
容

ｌ
主
な
事
業
Ｉ

ｌ
人
口
構
成
と
そ
の
推
移
Ｉ

ー'

<人口構成と推移＞平成2年＝平成12年鶴；

上
郷
紗
撫
刃
桝
砂
餌
匁
郵
⑲
“
狙
皿
汐
塑
四
Ｍ
９
４

以
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

５
０
５
０
５
０
５
０
５
０
５
０
５
０
５
０
５
０
５
０

９
９
８
８
７
７
６
６
３
５
４
４
３
３
２
２
１
１

口
保
健
福
祉
の
環
境
整
備

高
齢
者
に
関
す
る
福
祉
、
保
健
及
び

医
療
な
ど
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
総
合

的
に
調
整
し
な
が
ら
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

口
高
齢
者
の
生
き
が
い
対
策
の
推
進

高
齢
者
が
生

涯
健
康
で
生

き
が
い
の
あ

る
生
活
を
送

る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に

各
種
大
会
や

講
座
の
開
催

を
は
じ
め
シ

ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の

充
実
に
努
め

ま
す
。

i､"

（％） 10 8 6 4 2 2 4 6 8 10 （％）

注平成2年は総務庁国勢調査、平成12年は高萩市の推計による

》
蕊
溌
蜜

承
嬉
た
き
り
の
状
態
か
ら
の
自
立
を
促
す
た
め
が
ポ
北
ダ
ブ
ル
ト

》
イ
レ
鰄
津
必
す
な
溌
醗
い
る
ふ
鰯
な
機
器
鐡
開
蕊
壷
掘
て
い
謹
域

二
Ｊ
Ｆ
篭
い
琵
必
鵲
藍
壗
鰯
戊
＆
＆
認
弾
ｒ
Ｆ
＃
唾
＆

蕊
ふ
ま
〉
浄
域
蝿
毎
弾
口
峠
織
瑳
避
迩
母
母
↓
Ｊ
Ｈ
■

睡
睦
溌
蕊
甑
や
ゞ
息
ヱ
イ
義
顛
生
海
し
蝉
一
〃
ｆ
■
毎
℃
心

､ ､ 翼設 串 設 『

画? 、J,"亀

ゼロへ

蕊努
奪に護Ⅱ

蕊
に:をi埋ミ
なjざ;"3

灘富■
う域-ｺ：息i

蕊
潔摺
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条ケ
母
る
と
、
一
》
笙
活
一

向
Ｕ
も
気
を
く
ば
り
へ

『
ロ
■
■
■
心
、
鞍
“
、
ず
加
酔
“
叩
、
、
“
品

の
蕊
六
桑
〃
■
↑
詞

恐
罐
唾
ぶ
ゆ
趣
窪
毎
尽
ふ
き
口
．
Ｊ
・
一
ヅ
》
一
〃
寺
．
ｒ
恥
＆
ぶ
￥
沁
灘
■
口
毎
垂
〃

串
砧
中
型
貼
嘩
“
串
串
“
貼
串
串
貼
こ
員
勤
貼
貼
憩
貼
砦
缶
駕
抑
（
砧
や
串
卜
岬
“
》
》
貼
貼
串
鋸
“
》
串
》
鍔
壊
“
》
出
＄
》
舘
準
韓
轆
貼
貼
韓
恥

無
高
齢
者
に
淫
っ
て
ば
Ｆ
家
の
中
の
壷
ふ
う
鐙
忽
潅
蝿
差
壷
鱈
豊

鐸
吻
畷
家
の
内
外
を
点
検
し
烈
謨
す
り
轍
取
り
付
け
ｆ
適
切
な
照
明

、
、
段
段
、
、
蹄
設
野
設
詩
設
Ｆ
、
設
骨
叩
（
、
趣
設
“
“
設
弾
洋
莊
、

姪
壗
篭
謹
龍
認
逢
醗
藍
韓
虹
＆
盈
毎

蕊
堀
籠
嘩
家
潅
奄
忍
舞
農
羅
も
漁
蕊
ろ
愚
び
鼠
づ
ば

《

》

晶

撫

強

や

蕊

》

￥

等

辞

鍼

叩

瑚

挙

“

帝

殿

銅

、

器

》

、

釣

、

“

滝

“

（

識

、

輔

噂

〆

欝

嚥

謬

鰯

』

、

浄

軸

、

《

《

《

咄

，

》

齢

黛

認

穀

、

（

《

〉

“

、

“

鰯

“

“

痔

、

“

傘

“

“

叩

“

噂

、

〉

“

無
？
患
恋
恋
露
購
患
罰
典
謝
ぴ
こ
己
も
趾
●
Ｊ
Ⅱ
ヅ
＆
Ｅ
ｆ
が
Ｒ

が
高
齢
者
が
家
庭
や
社
会
蝋
言
貝
と
し
だ
役
割
を
担
い
Ｊ
生
き
生

串
力
貼
、
（
砧
も
郷
罰
串
貼
貼
く
貼
蝉
；
ゴ
叩
貼
〉
〉
貼
貼
貼
串
串
ｉ
串
串
Ｊ
蝿
叩
貼
貼
串
串
貼
貼
貼
鴬
串
貼
貼
に
砧
貼
曹
謡
串
“
串
串
串
異
か
串
貼
貼
唖
貼
貼
出

轌
唾
嘩
罵
・
毎
慰
毎
甦
ご
聴
醸
池
函
琿
聡
潭
跡
〃
．
宝
抵
Ｈ
《
正
唖
〆

礒
」
乃
嘩
■
謹
恥
で
荊
哩
犠
籠
談
鯨
：
享
イ
識
〃
．
＆

愚
・
鴬
ス
．
釘
寝
だ
謬
班
な
鷲
鐡
無
人
弱
和
註
蝿
域
興
輸

鴫
に
唯
“
串
ゴ
邪
“
“
；
、
鳥
“
“
夢
韓
＄
貼
鴬
出
“

貼
貼
貼
貼
驚
哩
斑
噂
蝉
鳥
〕
叩
Ｊ
『
串
貼
串
貼
貼
乎
典
串
拳
か
貼
串
串
貼

￥
強
寝
た
き
り
を
防
止
す
る
た
め
に
は
静
家
人
の
努
力
心
象
族
の
協

Ｊ
強
韓
設
も
ご
葺
設
》
、
出
設
洋
韓
韓
設
、
、
段
段
誤
段
段
く
、
、
、
、
》
、
、
、
、
１
，
段

龍
織
纐
か
謎
鏡
赴
総
蕊
唾
蕊
祉
事
務
顧
迩
醤
で
右
う
公
的
域
ぶ
ど
》

、
、
瞳
騒
洋
設
く
設
韓
、
、
独
韓
、
罰
、
韻
〉
、
、
、
、
汽
、
、
韓
瞳
設
哨
、
設
恐
、
、
蝿
鍔
設
、
く
、
、
器
、
段
段
設
澤
、
、
、
鵠
“
埒
、
韻
、
、
、
弾
、
、
、
輯
、
設
酔
、

域
慰
震
極
釣
篭
燕
用
く
だ
き
騨
壺
罰
だ
斬
自
分
や
家
族
の
迩
簿

穂
迩
慧
画
競
者
に
擬
じ
ぃ
社
へ
葺
写
罰
〃
に
で
き
る
ご
詮
が
ら
参
加

嚥

咄

貼

嘩

式

嘩

串

蕊

洋

舞

号

ご

串

錨

守

畳

＄

貼

呼

〉

〉

貼

串

鴬

貼

串

出

串

串

貼

串

串

も

貼

貼

貼

曲

串

串

串

…

品

貼

貼

串

；

》

…

“

、

、

、

、

、

》

…

“

，

“

《

：

蕊

轆

》

》

“

罐

静

》

、

鍍

鍛

》

“

辨

率

感

、

轆

一

蝉

錐

溌

“

》

津

“

“

琴

、

ｗ

“

叩

畷

、

、

器

織

》

一

癖

》

蕊

》

零

｝

、

》

鍛

哩

“

》

罐

一

坪

心

鏡

》

、

、

第
三
条
リ
ハ
ビ
リ
は
〆
早
期
開
始
が
》
効
果
的

始
め
よ
う
？
＃
バ
ツ
ド
淘
鎚
砂
も
訓
鰊
蓉
函
ｆ
・
”

リ
ハ
ビ
リ
テ
熟
シ
ヨ
ジ
〃
》
溌
瀧
回
鐙
｛
誰
蕊
早
蕉
始
め
る
ほ
ど

無
理
な
豆
効
果
が
あ
が
り
ま
す
Ｐ
体
の
調
子
が
は
け
恥
》
確
か
口
旧
睡
癖

第
四
条
：
口
々
鼠
し
め
中
で
の
示
〃
ハ
ピ
り
ば
・
Ｈ
Ｅ
Ｉ
“

食
事
と
排
泄
司
養
替
え
か
通
￥
Ｊ
Ｈ
Ｊ
？
Ｆ
可
Ｊ

一
＃
一
￥
せ
っ
か
く
回
復
し
た
機
能
が
趣
退
職
耀
砥
誰
心
毎
心
穀
乞
掴
が

あ
り
ま
す
心
家
元
は
ｉ
特
別
な
こ
と
を
す
る
よ
哩
二
元
気
だ
づ
た

こ
ろ
と
同
様
の
生
活
を
す
る
こ
と
が
、
機
能
を
保
つ
秘
訣
で
す
母

、
、
、
。
、
“
“
設
叩
心
、
、
出
Ⅱ
ザ
、
出
、
、
設

第
蕊
条
〆
潮
お
慰
宝
《
毎
℃
洗
琿
聴
着
蓄
え
ｚ
Ｊ
群
・

一
一
〆
身
だ
し
態
み
底
ゞ
震
〆
《
鴦
分
啄
發
南
〆
盈
猛
睡
速
吻
埠
砥
興
》
主

》
《
」
瘤
凍
浸
潤
鱈
の
践
議
だ
が
施
蹴
ｎ
》
一
蕊
床
海
鰯
食
澪
”
雷
膜
に

な
る
と
Ｅ
琵
活
に
認
甥
ふ
域
が
な
ぐ
な
り
ま
す
＃
身
だ
し
な
み
に

謁
気
這
魁
悪
篭
篭
磁
室
篭
城
Ｊ
必
Ｈ

蕊
六
桑
が
？
雨
手
は
溌
心
簿
憲
溌
泡
員
憾
離
窓
ず
吟
〆
ゴ
．
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－
ス
が
で
き
て
満
足
で
す
。
中
学
校
生

活
最
後
の
い
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
」

と
八
巻
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
る
若
き
陸
上
界
の
ホ
ー
プ
で
す
。

一
月
一
六
日
（
月
）
、
京
都
市
西
京

極
競
技
場
を
発
着
点
と
す
る
九
区
間
四

二
・
一
九
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
コ
ー
ス

で
開
か
れ
た
第
一
三
回
全
国
都
道
府
県

対
抗
女
子
駅
伝
に
八
巻
美
穂
さ
ん
が
茨

城
県
選
手
団
一
三
名
の
一
員
と
し
て
出

場
。
八
巻
さ
ん
は
八
区
の
距
離
三
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
に
出
場
し
、
一
○
分
五
四
秒

の
好
タ
イ
ム
で
快
走
。
九
区
の
最
終
ラ

ン
ナ
ー
に
タ
ス
キ
を
手
渡
す
様
子
は

Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
も
放
映
さ
れ
ま
し
た
。
茨
城

県
は
二
時
間
二
三
分
二
三
秒
で
四
七
都

道
府
県
の
中
で
一
九
位
の
好
成
績
を
あ

げ
ま
し
た
。

「
初
め
て
の
出
場
な
の
で
少
し
緊
張

し
た
け
ど
、
目
標
と
し
た
積
極
的
な
し

鐵掴錘灘難懲鴬溌翻鰄戦溌F1蕊閻職識溌鍛懲り

輯

蕊蝕

一
昨
年
の
一
二
月
に
県
内
で
も
珍
し

い
ク
ロ
サ
ギ
が
高
戸
小
浜
海
岸
に
飛
来

し
て
大
き
な
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
冬
も
昨
年
の
一
二
月
下
旬
に
同
所
に

飛
来
し
、
地
元
の
み
な
さ
ん
を
は
じ
め

愛
鳥
家
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

ク
ロ
サ
ギ
は
体
長
約
六
○
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
、
く
ち
ば
し
は
太
く
て
長
く
、

足
は
比
較
的
短
い
中
形
の
サ
ギ
で
す
。

「
千
葉
県
が
北
限
と
言
わ
れ
て
い
た
ク

ロ
サ
ギ
が
三
年
ほ
ど
前
か
ら
高
萩
や
北

茨
城
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
お
そ
ら
く
地
球
が
暖
か
く
な
っ
た

た
め
に
生
息
範
囲
が
北
に
伸
び
た
た
め

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
日
本
野
烏

の
会
会
員
の
矢
吹
勉
さ
ん
（
石
滝
）
は

話
し
て
い
ま
し
た
。

蕊

：星二

畷騨

蕊

さん(高戸） 撮影▲大森啓三

蜜隼懲蕊睡識溌溌蕊蕊麗鐘鷺 灘:識

ツしよう

｢絵本野口雨情物語」
し
て
あ
る
『
長
崎
行
役
日
記
」
で
す
。

こ
れ
は
、
赤
水
が
、
長
崎
ま
で
大
旅
行

し
た
紀
行
文
で
す
。
さ
ら
に
、
赤
水
の

長
崎
紀
行
三
部
作
と
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム

へ
漂
流
し
た
漁
民
の
話
を
取
材
し
た

あ
ん
な
ん
二
く
ひ
よ
う
り
ゅ
、
う

一
安
南
国
漂
流
物
語
」
と
、
長
崎
で
清

せ
い
さ

国
人
（
中
国
人
）
と
筆
談
し
た
『
清
權

し
よ
う
わ
‐
し
ゅ
う

唱
和
集
」
も
加
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

も
う
一
冊
は
、
『
絵
本
野
口
雨
情
物

語
」
で
す
。
雨
情
が
残
し
た
童
謡
の
数

数
の
名
曲
は
、
今
も
な
お
た
く
さ
ん
人

に
愛
唱
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
雨
情
の

人
と
な
り
を
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

分
か
り
や
す
く
紹
介
し
た
も
の
で
す
。

B5判112ページ

暁印耆館出版
『長崎行役日記』

A5判275ページ

筑波耆林出版

燕溌職
一
冊
は
、
日
本
地

図
を
作
成
し
た
長
久

せ
き
す
い

保
赤
水
の
著
書
で
あ

る
紀
行
文
を
、
原
文

と
そ
の
訳
文
で
紹
介

＃
驚蕊,

鴬
ー 溌

蟻
…

望竺

譲識識蕊ズ

》且醗
辞
一
冊
｝
鍔
》
磁
鍵
鍔
罰

爵
“
輻
串
＄
い
》
畔
癖
貼
貼
…
＄
＄
＄
＄
＄

遡
識

工
凝

議
蕊

Ｆ
Ｊ
Ｊ
私

感
症
卦
怨
ｗ

毎
秒

蕊
簿
識
鰯
蹄
鰯
簿
観
錨

埼
鍾
慰
、
禽
懲
“
序
》
播

溌
驚

燕
溌講鍵筑漉

“

唖

君

島
名
多
目
的
研
修
会
館
か
ら
徒
歩
で

高
萩
駅
へ
。
電
車
で
南
中
郷
駅
へ
行
き
、

さ
ら
に
徒
歩
で
高
速
道
路
の
中
郷
サ
ー

ビ
ス
エ
リ
ア
へ
。
こ
こ
で
昼
食
を
取
り
、

出
発
点
の
研
修
会
館
ま
で
歩
く
こ
と
約

一
二
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
参
加
し
た

約
三
○
人
は
、
元
気
に
完
歩
し
ま
し
た
〔

こ
れ
は
、
島
名
中
央
野
球
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
（
監
督
：
岡
部
茂
さ
ん
・
島

名
）
恒
例
の
歩
け
歩
け
大
会
で
す
。
冬

季
の
体
力
づ
く
り
の
一
つ
と
し
て
昭
和

六
三
年
か
ら
始
め
ら
れ
、
今
年
で
七
回

目
。
ふ
だ
ん
見
過
ご
し
て
い
た
風
景
と

の
出
会
い
も
楽
し
み
の
一
つ
だ
そ
う
で

す
（
》
・
・
・
一
二
月
一
八
日
（
日
）

鶴蕊簿 蕊篭蕊蕊蕊蕊葱溌急蕊蕊謬蕊
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1月7日(土） 、東京体育館で

開かれた第7回関東中学ソフトテ

ニス大会で、高萩中学校ソフトテ

ニス部が、茨城県として初めて優

勝しました。出場したのは同部の

8人で、 「上位の対戦になるにつ

れて一本取るのが大変な苦しい試

合でした。優勝できたのはみんな

のがんばりが一つになったからだ

と思います」と主将の伊藤大輔さ

ん（2年生)。 「先輩たちが高校に

行ってもすばらしい成績を上げて

いる。この先輩たちが培ってきた

良き伝統が大きな力になっていた

と思います」と顧問の鈴木正幸先

生は大会を振り返ります。 「最終

目的は総合体育大会で勝って日本

一になること」と早くも新しい目

標に向かって練習に余念のないみ

なさんでした。

また、今回出場した選手の中か

ら4人が、 3月に三重県伊勢市で

開かれる第6回都道府県対抗全日

本中学生ソフトテニス大会に、茨

城県選抜チームのメンバーとして

活躍することになっています。

溺
蒙
議
塞
遥
囑
鱗

鈴
木
朝
夫
さ
ん
が
、
昨
年
の
一
一
月

二
四
日
（
木
）
に
広
島
市
で
開
か
れ
た

第
三
五
回
全
国
体
育
指
導
委
員
研
究
協

議
会
の
席
上
で
、
㈹
全
国
体
育
指
導
委

員
連
合
会
長
か
ら
功
労
者
と
し
て
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

鈴
木
さ
ん
は
、
昭
和
四
五
年
に
体
育

指
導
委
員
に
委
嘱
さ
れ
て
以
来
、
ス
ポ

ー
ツ
教
室
や
各
種
大
会
の
企
画
や
運
営

に
、
積
極
的
に
参
画
し
て
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
平
成
四
年
に
は
、
市
体
育
指
導

委
員
協
議
会
会
長
と
し
て
後
輩
育
成
に

も
あ
た
る
な
ど
、
幅
広
い
ス
ポ
ー
ツ
の

普
及
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

罵蕊

識‘、

識議瀞議彰 競総蕊蕊篭蕊f燕篭綱
舜

慰
隷
辮
蕊
嘩
溌
慰
撫
認
霞
蕊
蕊

国
民
年
金
制
度
は
、
み
な
さ
ん
の
生

活
を
守
り
、
老
後
を
豊
か
な
も
の
に
す

る
た
め
に
で
き
た
制
度
で
す
。
こ
の
制

度
の
普
及
と
国
民
年
金
保
険
料
の
完
納

に
努
め
ら
れ
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
二

つ
の
納
税
組
合
が
、
一
一
月
二
四
日

（
木
）
に
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

＊
社
会
保
険
庁
長
官
表
彰

関
口
農
家
納
税
組
合

（
組
合
長
：
佐
川
修
一
さ
ん
）

＊
茨
城
県
国
民
年
金
協
議
会
長
表
彰

下
君
田
大
牧
場
納
税
組
合

（
組
合
長
・
・
稲
見
喜
昭
さ
ん
）

ーが〃

謹上左から高野佳規先生原聡さ
鞍§ ん山口学さん、斎藤勲さん金…

よしお

：難澤喜生さん。下左から国井良浩さ

職轤罰亨伽仰藤支轤毒伽

勘画醗織税總念歯壊彰

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◇

茨

丑

識

粥
f ;

蕊
趣

号．、． 、
fU# ｡" 篝霞

ゞ

蕊

…購麹
轟
噌
紺
蹴
魂
騨
唖
聡
漠
誤
鐸
輔
い
騨
丹
乎
繋
博
郎
夢
離
瞳
邑
睡
撃
か
丁
侭
】

議
斯
蕊
篭
蕊
軍
溌
溌

篝…§ 霧蕊謹鳶鶏灘譲
… 錘

＊場所東本町251

＊構造平屋建てで、延べ

面積245.93㎡（元

の公共職業安定所

を改修）

＊完成平成6年12月28日
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ロ

ロ

ロ

ー大丈夫？ロ

ー

このコーナーでは、各施設の

利用にあたって寄せられた質

問や疑問を紹介します。きっ

と､みなさんも同じ疑問を持っ

ていたのではありませんか？

〔本町ファミリースポーツ公園〕

弧

叫

ｆ

Ｔ

ｉ

１

０（

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

そ
う
な
の
。

も
う
ち
ょ
っ
と
工
夫
を
…
。

▲気軽に利用できるゲートボール場とテニスコート

都
市
計
画
課
内
線
四

Ｑ
本
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で
テ

ニ
ス
を
し
た
い
の
で
す
が
、
ど
の
よ
う
に

す
れ
ば
い
い
で
す
か
。

Ａ
・
利
用
に
あ
た
っ
て
の
申
請
は
、
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。
施
設
が
空
い
て
い
る
場
合
は
、

敷
地
内
に
あ
る
用
具
庫
に
利
用
者
名
簿
が

あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
に
利
用
者
の
名
前

な
ど
を
書
き
込
ん
で
か
ら
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。
使
用
料
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
、
そ
れ
で
は
自
由
に
利
用
で
き
る
ん
で
す

ね
。
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
他
に
ど
ん
な
施
設

が
あ
り
ま
す
か
。

Ａ
、
こ
の
公
園
に
は
、
全
天
候
型
の
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
が
一
面
の
他
、
人
工
芝
の
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
が
二
面
あ
り
ま
す
。
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
の
利
用
に
つ
い
て
も
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
と
同
じ
扱
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
手
軽
に
利
用
で
き
る
の
が
う
れ
し
い
で

す
ね
。
何
か
気
を
付
け
る
よ
う
な
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

Ａ
ど
の
施
設
も
自
由
に
無
料
で
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
大
切
に

使
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
多
く
の
人
に

利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
長
い
時
間
占

有
し
て
利
用
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
て
く

器
に
当
」
い

二

⑧
固
三 霧

ゴ
ミ
の
シ
リ
ー
ズ
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
「
こ
ん
な
こ
と
を
紹
介
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
秘
書
課

へ
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
丑
二
三
’
二
二
一
内
線
一
一
五
二

８
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
８
Ⅱ
■

‐

王町事務組合消防本部しⅢ
"＃訟22-2258 ・』ⅡE■ 《f"JJ
自然のハーモニーが視点

卦高萩市ヨト▲ 十

倉2打 庫 る の

まちと人と
ー

災害のないまちづくり…消防

術消防は、昭和54年に発足した高

萩市・十王'1]事務組合消防本部に

よる高萩消防署がその任にあたっ

ています。現在は42人の蛾員が24

時間体制で水火災の他、救急救助

活動を行っています。

一方、非常備消防は、 3地区21

分団350人の体制で地域消防の重

要な役割を担っています。消防団

員は、会社員や自営業なと守さまざ

まな職業に従事するかたわら、昼

夜を問わない消火作業に出動して

います。

火災の原因は子供の火遊びが第1位

乾燥した季節を迎えました。こ

の季節になると火災の発生がとて

も心配になります。この時期は、

乾燥した気候に加え、暖房器具の

使用など火を使う機会が多くなる

ため火災が発生しやすくなってい

ます。

昨年は、年間13件の火災が発生

しました。種別では建物火災8件、

車両火災3件、林野火災1件、そ

の他が1件で、火災発生率では建

物火災が全体の半数以上を占めて

います。また、出火原因別では、

子供の火遊びが第1位となってい

ます。

▲出初め式で行進する婦人消防クラブ
､〆

口高萩市山林防火普及協会

消防本部、高萩営林署、高萩市

森林組合で組織し、山林火災の予

防にあたっています。

口高萩市婦人消防クラブ

市の中心部から10数kmの山間部

に位置した旧高岡地区に住んでい

る321人の主婦が中心となって組

織され、消防団員と一緒になって

消火活動の訂'|練を行っています。

この地区は、一般火災の他、山林

火災の対応が心配される所でもあ

ります。地域に住んでいるみなさ

んが、火災予防と消防技術の知識

を持って万一に備えています。

◇

このようにたくさんのみなさん

の協力によって、災害のない安全

なまちづくりが進められています

各種団体の連携による防火活動

火災を防ぐためには、 日ごろか

らの予防が大切です。このため高

萩消防署では、火災を未然に防ぐ

ための予防査察や、広報活動を積

極的に行っています。 また、次の

ような関係団体との連携を図りな

地域消防との連携による消防体制の充実

本市の消防体制は、常備消防と

非常備消防からなっています。 ′帛

がら防火意識の醸成に努め

ています。

q火災予防の街頭PR
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■
Ⅱ
Ｈ
Ⅱ

二
二
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と

は
ち
よ
う
れ
ん
べ
ん

中
心
に
大
日
如
来
を
、
八
葉
蓮
弁

に
四
仏
、
四
菩
薩
を
配
し
、
周
囲
に

は
ん
に
や

ふ
げ
ん

般
若
、
釈
迦
、
普
賢
、
観
音
な
ど

の
諸
仏
を
配
し
て
、
災
い
を
除
い

て
即
身
成
仏
す
る
教
理
を
示
し
て

こ
ん
ご
う
か
い

い
ま
す
。
も
と
も
と
金
剛
界
曼
茶

マ
ン
ダ
ラ
と
は
仏
教
用
語
で
、
本
来
「
本
質
を
得

る
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
本
質
Ⅱ
悟
り
と
い
う
発

想
か
ら
悟
り
の
世
界
を
一
定
の
方
式
に
基
づ
い
て
表

現
し
た
も
の
を
指
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
一
般
的

な
曼
茶
羅
図
と
し
て
は
、
そ
の
主
題
に
ふ
さ
わ
し
い

仏
や
菩
薩
の
集
合
像
を
描
い
た
も
の
が
数
多
く
見
ら

れ
ま
す
。

表
題
の
曼
茶
羅
図
は
、
本
町
の
大
高
寺
で
所
蔵
し

て
い
ま
す
。
弘
法
大
師
の
作
と
伝
え
ら
れ
る
胎
蔵
界

曼
茶
羅
図
は
縦
二
○
二
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横

一
二
一
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
い
う
大
き
さ
で
、

ま
人
だ
ら
ず

悟
り
の
世
界
を
表
す
曼
茶
羅
図

た
い
ぞ
う
か
い
く
ほ
ん

胎
蔵
界
曼
茶
羅
図
・
九
品
曼
茶
羅
図

あなたのゴミは､－
今月号でもひどいゴミを紹介しましょ

う。Ⅱ
Ⅱ
８
８
０
０
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
０
Ⅱ
０
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
ｌ
Ⅱ
Ⅱ

飛び散る油葡

租

■

■

頚

君

悪

相

康

圃

鷹

乃

揮

瞬

輔

潔

濁

叫

迩

笥

薄

利

や

蓬

も

鞠

？

１

兆

舟

も

ｆ

Ｊ

ｉ

坤

靹

弧

‐

涌

Ｊ

１

司

・

１

１

ｈ

』

．

や

ｒ

ｌ

１

１

４

制

郵

４

列

冊

税

引

計

晶

如

呵

舟

朝

珂

凋

鋤

雰

毎

軒

鴇

響

融

藷

巧

靭

避

画

腐ったような、いやなにおいのする

集積所があります。その主な原因は、

水切りのしっかりしていない生ゴミと

テンプラ油などに原因があります。

特に、 ビニー

ル袋に直接入れ

た油は、収集車

のパッカー車で

つぶしたときに

油が飛び散り、

集積所や道路に

流れ出し、 にお

いの原因になり

ます。それだけ

でなく収集する

人の目に入り、

治療を受けたこ

ともあります。

油は、新聞紙

などによく含ま

せてから出して

ください。

化
財
⑩
蕊
垂
攪
懇

羅
図
と
対
を
成
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
ち
ら
は
破
損

が
ひ
ど
く
、
い
つ
の
頃
か
散
逸
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

九
品
曼
茶
羅
図
の
方
は
縦
一
八
一
・
八
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
、
横
二
二
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
い

う
大
き
さ
で
す
。
九
品
と
は
極
楽
浄
土
に
お
け
る
九

つ
の
ラ
ン
ク
で
、
往
生
者
は
生
前
の
行
い
に
よ
っ
て

こ
れ
ら
の
ラ
ン
ク
に
分
類
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
曼
茶
羅
図
は
画
面
全
体
を
上
中
下
に

分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
を
さ
ら
に
三
分
割
し
た
つ
く
り
で
、

そ
の
中
に
九
品
を
表
す
諸
仏
を
配
し
て
い
ま
す
。

ど
ち
ら
の
曼
茶
羅
図
も
大
型
の
掛
け
軸
様
式
に

な
っ
て
い
る
た
め
に
展
示
が
難
し

図
く
、
現
在
は
公
開
さ
れ
て
い
ま
せ

率
ん
が
、
当
資
料
館
で
は
写
官
一
〈
パ
ネ

窄
ル
に
し
て
展
示
し
て
い
ま
す
。
昭

蔵
和
六
二
年
三
月
五
日
に
市
の
文
化

酷
財
（
絵
画
）
に
指
定
さ
れ
ま
し
た

謹撚

ー

4

手で持ち上がる重さ
一

保険年金課

恋23-2111

内線232

みなさんの出したゴミは、収集する

職員の手によって、パッカー車やト

ラックなどに積み込まれていきます。

ダンボール箱に入れられたゴミを、

2， 3個重ねて縛られているゴミは、

どうやって運ばれたの

でしょう。 2， 3人の

手で、 ようやく積み込

んだ、なと等というとき

もあI)ます･人の手の

力には、限りがありま

す。重さのある数個の

箱を重ねるよりも、で

きるだけ手で持ち上げ

られる重さに調整して

ください。ゴミを出す 号
ときは、 1D20kgまで

’二塑年金を守るのは

あなたです

…

国民年金の保険料は、 20歳から60

歳になるまでの40年間納めることに

なっています。

老齢基礎年金を受けるためには、

この期間のうち最低25年以上の納付

期iHj (保険料の免除期間や厚生年金、

共済年金の期間、合算対象期間なとゞ

を含む）が必要です。

｜韮|民年金は、長い期間の納付が必

要となっていますので、その間に納

め忘れが生じて未納者になってしま

う傾向が多く見られます。

毎月忘れずキチンと納めるために

は、次の方法があI)ますのでご利用

〈手|H]がはぶけて便利です。

②口座振替を利用しましょう。

銀行などの預金口座から自動的に

引き落としになりますので、納め忘

れれがなく安心で確実です。

③前納制度を利用しましょう。

保険料を一年分前納することがで

きます。この場合は割り引きがあり

お得です。
／、
、／

年金は老後に自分の生活を守るだ

けでなく、積み立てられた年金は、

学校、住宅、ゴミ ・ し尿処理場なとﾞ

公共施設の建設費に貸し出され、社 ｡
にしてくださ’

識蕊会的に有用な役割も果た

しています。

年金をみんなの力で育
テ･アルコ巽士1トス
里ゞvごふし生ノ、

ノナざ‐×1､

、／－ごv4O

p納税組合に入りましょう

自治会や地域の納税糺|,合

に加入すると、毎月役員の

人が集金しますので、納め

忘れがなく、 また納めに行

あなたの出したゴミ

は、人の手から手へ

と渡されて処理され

ています。ゴミにも

心を配りましょう。

＊北部衛生センター

鐸姉…癖蕊蕊鍔

鎮淘｡｡■＆、
錘
県瀞
":.､験

，蕊識継

蕊 弓淫

冠23-6886
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メ

悩ま

ませんか（

☆無料☆市役所冠23-2111☆

子どもと家庭の悩みの相談飲食物取扱従事者の保菌検査
日立保健所恋0294-22-4188

まだ保菌検査をしていない飲食物取扱

従事者は、必ず検査をしてください。

＊容器配布場所 ・ 日立保健所

・高萩市保健センター（月～金曜日の

午前9時から午後4時まで）

・旧高萩保健所（月曜日と金曜日の午

後1時から4時まで）

＊容器提出先

【O行政相談’
2月9日(木)と23日嗣午後l～

3時/市民相談室/16日(木jは市

民センター/鈴木清相談員/秘

書課内線251

福祉事務所内線353

いじめや登校拒否、育児など、 どんな

ことでも無料で相談に応じます。子ども

たち自身の相談も行っています。

＊児童相談は…県中央児童相談所日立分室

・ 日立市弁天町3-4-7恋0294-22 0294

◇土・ 日曜日を除く午前9時から

午後4時まで。

＊市内では…家庭児童相談室

・市民センター

◇木曜日の午後1時から3時まで

＊子ども・家庭テレホン相談は…

e0292 26 4154(県中央児童相談所内）

◇午前9時から午後8時まで（年

末年輪を除く）。

1○子ども(小･中学生)相談

教育委員会学校教育課狂23-

1131

【○健康・育児相談

毎週月曜日午前9～11時/保

健センター恋24 2121

【○なんでも食事相談｜

奇数月の第3月曜日午前10時

～午後3時／電話予約を。保

健センター公24-2121

【○ことばの教室｜

高萩小学校恋23-4240

【○心配ごと相談｜

毎週木曜日午後1～3時/市

民センター狂22-5683/社会福

祉協議会内線354

【○家庭児童相談｜
毎週火曜日午後l～3時/市

民センター盃22-5683/福祉事

務所内線352

2月27日(月）

3月14日(火）

午後'～3時｜旧高萩保健所
午前9~ll時｜ 日立保健所

午前9～11時

午後l～3時
3月22日(水 日立保健所

*検査料金 1件700円

*持参書類食品衛生責任者管理記録簿
再燕

玉

…毎雲…
作品募集／

壷

年

墨

ー …一

年金に関するすべてのご質問に的確にお答えします。
高萩市視聴覚ライフラリ

ー(図書館内)盃23-7174

＊テーマ自由

＊作品20分程度でテー

プの種類は問いませ

ん。

＊応募資格どなたでも

どうぞ

＊締切 2月28H(JQまで

にライブラリーへ砿、

2月10日 （金) 2月24日 （金）

3月10H (金) 3月24日 （金）

㈱常陽銀行高萩支店㈱茨城銀行高萩支If

本町2-65a22-2160 東本町2 lla22 20

午前10時から午後3時まで

年金コンサルタント 年金コンサルタンI

福地敬さん 豊島正毅さ

毎月第2金曜日が相年金手帳（または

談日になります。 被保険者証） と印

、、１Ｊ／恥、１Ｊノ

岑乙津ｚ
ノヨ冬。

＃Ｊ１、礼／ｉＩ、

月24日

月24日

２３

㈱茨城銀行高萩支店

東本町2 lla22 20

年金手帳（ず

被保険者証）

とは

1○補装具･補聴器の巡回相談

28
2月24日(封午前9～12時/市民

センター狂22 5683/障害者手

帳とハンコを持参のこと｡/福

祉事務所内線353

【○人権相談(敬称略)｡

相談員…北畠暢男(本町)、鈴

木廣美(上君田)､原口咲子(春

[|町) ､大平喜美子(本町)､岡野

邦弘(上手綱)/市民課内線221

【○障害者相談(敬称略) ｜
身体障害者相談員…椎名修

(安良川)､郡司寅松(上手綱)、

鈴木康彦(石滝) ･精神薄弱者相

談貝…沼田うた子(東本町)/福

祉事務所内線353

を持参〈ださ

、

上印鑑ｳ認曙

人◎総数35,470人‘十45)…男,7,508人{+,4)､
･ ･･女17,962人（＋31）

口｡11"6世帯(+91……|月|日現在です｡ （ ’内は､前月比です
／l蔬

＊香典返しの一部

柴田みちさん（石滝･ 100,000円

深谷保男さん（島名･ 100,000円

高橋進さん（春H町・ 100,000円

関根京子さん(東本町・30,000円

鈴木真さん（高萩・ 50,000円）

＊東本町集会所へ

樫村大徳さん(有明町･日本画1点

樫村春枝さん(有明町･日本画1点

＊寄贈図書

長久保片雲さん（赤浜。新耆）

吉田清さん（安良川・新書）

*社会福祉へ

高萩建築組合（24,234円）

滝總之輔さん{北茨城市･もち米22.5k9)

JA高萩地区農協婦人部(もち米90k9)

日高十労組さん（7,209円）

吉田好毅さん（春日町・第9回チ

ャリティ色紙展益金31,000円）

千葉舞華さん(東京都･20,0001: [1)

第4回松岡地区公民館まつり実行

委員会(21,566円）

＊臨海学園へ

スナック「ぼけっと」 （8,497円）

ー 【○交通事故相談･･その1

2月15日(水)午前10～午後3時

/市民相談室/生活環境課内線

362＊この日以外は中央交通

事故相談所へ。平日午前9～

午後4時30分/水戸市柵町1

丁目水戸合同庁舎3階恋

0292-25-2803内線2370～1/

弁護士相談は毎週水曜日午後

l～3時

i○交通事故相談…その2

平日午前9時30分～午後4時

40分/水戸自動車保険請求相

談センター水戸市南町3-4-

57水戸セントラルビル5階丑

0292 25 1331/電話での相談

は盆0292 26 1693/弁護士相

談は毎週水曜日午後1～4時

【○司法書士相談｜

毎月第2水曜日(休日の場合

はその翌日)午後l～5時/各

司法書士事務所/茨城司法書

士会盆0292-25-0111

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

高藤洋子さん（島名｡ 1,000円）

生長の家高萩相愛会(15,000円

松岡中学校(26,691円）

遺族会婦人部高浜地区(5,619円）

台・駒木原高砂クラブ(11,779円

立正佼成会茨城教会青年部(49,539P

大心苑親和会（45,085円）

高萩市母子寡婦福祉会(3,800円）

（有)北部自動車（36,500円）

常陽銀行高萩支店一|可（57,540円）

キリスト教聖児幼稚園（20,000円）

秋山小学校(10,298円）

エヌ・ケー興業㈱(13,936円）

萩の会(40,000円）

古室正雄さん（高萩。850円）

廣和建設㈱（5,572円）
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3
月の円曜当番医です

「里

Ｉ■■

I

△

蝉罵I 鋤靴でに遡堅上

高萩市役所 帯雲灘駕篭
財政課恐23-2111内線302入札参鯛資格審査牢請書

を提出してください6 ： ！「
平成7年度の

入札参加資格審査申請書

､li: #)礎 の受け付け ＊受付の有効期間

平成7 ． 8年度の2か年間有効の新規受け付けです。

＊受付の種別◆建設工事◆設計業務◆物品調達なとﾞ

＊提出書類 ・添付耆類は従来どおりです。

・建設省統一様式または茨城県様式で、A4ファイル綴じ

（表紙と裏表紙に、商号または名称を記入）です。

・物品調達などについては、建設工事に準じたものです。

＊受付期間 2月13日（月）から24日（金） までの土・ 日曜日

を除く午前9時から午後5時まで。

＊提出方法建設工事と設計業務などは、持参のみで郵送は

受け付けません。物姑調達などについては、郵送でも受

け付けますが、 2月24日（金）必着のこと。

＊受付場所高萩市役所総務部庶務課（本庁舎3階）

"318高萩市本町l-100

■
高萩市寸学校給食センター

冠23-7412

…

＊受付の有効期間

平成7年度の1か年間有効の新規受け付けです。

＊提出書類同センターでお渡しします。

＊受付期間 2月13[I (月）から22日（水） までの士

日曜口を除く午前9時から午後3時まで。

＊提出方法持参のみ受け付けます

＊受付場所高萩市立学校給食センター

m318高萩市高浜町1-77

や測量・建設コンサルタントなどの入札

望する会社や事業所は、入札参加資格審

提出してください。■
建詔T事や測量

日立・高萩f(十王広域下水道組合 に参加を希
、 j為‘
爵鴬； 恋32-5595 査申請書を

＊提出書類B5ファイルに番号順に綴じ、表紙と背表紙

に商号を記入すること。

＊受付の有効期間平成7年度の受け付けです。

＊受付期間

． ．(広域圏内の会社など| (6年度に受け付けしている会
社などは、 7年度は更新手続きが必要になります｡）

◆3月1日（水）から10日（金） までの士． 日曜Hを除

く午前9時から12時、午後1時から3時まで。

測量・建設コンサルタントなど

★1.資格審査申請書

★2経営規模等総括表

3.登録の証明書

4.測量等実績調吉(直前

2年分）

5.技術者経歴書

6.営業経歴書

7.商業登記簿謄本(法

人)または代表者身分

証明耆(個人）

8.財務諸表

9.営業所一覧表

10.主要取引金融機関名

★11.納税証明吉［注意1]

12.委任状（必要な場合）

建設工事

資格審査申請書

経営事項審査結果通

知書

工事経歴書(直前2年分）

技術者経歴書

営業所一覧表

主要取引金融機関名

建設業許可証明書

商業登記簿謄本(法人）

または代表者身分証明

書(個人）

納税証明書［注意1］

委任状(必要な場合）

建設業退職金共済組

合加入証明書と労災

補償制度（法定と法

定外）へ加入してい

ることを証する書面

営業用機械器具一覧表

役員名簿と住所一覧

表［注意2］

１
２

★
★ ー

(6年度に受け付けしている会<広域圏外の会社など
３
４
５
６
ワ
ー
８

社などの有効期間は2年間です｡）

◆2月10日（金） までの土． 日曜Hを除く午前9時か

ら12時、午後1時から3時まで。

＊提出先 日立・高萩・十王広域下水道組合総務課

多賀郡十王町大字伊帥2,220番地

＊提出方法持参のみ受け付けます。

９
０
１

１
１

★
★

◇資格審査申請書は原本。その他は写しでも受け付けます。

◇平成6年度に11引請されている広域圏内の会社などが、更

新の際に必要な提出書類は、★印になります。

［注意］ 1.納税証明書は、発行現在滞納がなく、提出直前

20H以内に発行されたもの。広域圏内に営業所が

ある会社などは市税の納税証明書を、その他の会

社などは法人税や所得税（個人）の納税証明書を

添付すること。

2.役職名、氏名、生年月日、住所を記載のこと。

19
坐全

★13

’

15

5 1－1

12｢I

19［’

26日

宍戸医院

内旺｜医院

王医院

高萩協li il病院

飯島医｜院

安良川

大和町

十王町

安良川

大和町

盆23-23]8

恋22－2137

恋32-3266

丑231122

丑22-2235
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に垂叫蝿鯉僻恕蕊蕊織蕊難淫蕊獺撫踏蕊燕壺

この2つの機関は、茨城県県北地方総

合事務所の出先機関として、高萩・日

立・北茨城市、十王町の3市1町を担当

し、民有林の指導などを行っています。

この地域は、県内でも代表的な林業地帯

を形成していますが、成育途上の森林が

多いので、間伐などの森林整備を進めて

林業経営の安定と活性化に努めています。

林業指導所では、しいたけ栽培などの

特用林産物の生産振興や林業の担い手の

育成、松くい虫などの森林病害虫を防ぐ

ための指導、保安林の指定や解除、森林

の土地開発の適正な運用など林業につい

ての普及や指導を行っています。

かけがえのない

山を育て守ります

高萩林業指導所と高萩治山事業所

▲枝打ち機械による講習会のようす

また、近年、特に集中豪雨による山崩

れや洪水などが生じ、自然の脅威を感じ

させられます。治山事業所では、これら

自然災害による山崩れや荒れた沢につい

て復旧整備をするなど山を守る仕事をし

ています。
高浜町2-137"驚容22-3549

心の健康相談 家屋の『全棟調査』～~～
税務課内線205一

一＝ 税務課では、市内全域の家屋の『全棟一~～

', 調査』に取り組んでいます｡税務課職員 ’

'1撫漂駕舞ml'

お悔みしまひ
3月

日立保健所B0294-22-4188- 一

＊とき 2

15日の

時。電

＊ところ

日立保

月22日、 3月1日、 8日、

水|曜日。午後1時から2

話予約を。
5日旧)、 11日〈土)、 12日旧)、

19日(H)、 21日(州、 26日旧）

了花貫クリーンセンター

盆22~4318‐一

一二

健所･ ･ ･助川町2615

蕊辮蕊灘溌懲蕊
茨城県の最低賃金が改正され、昨年の10月から適用され

てきましたが、 さらに次の5種類の産業別最低賃金が改正

され、昨年12月14日から適用されています。

働きながら学べる

高等学校通信制課程
明日の地域づくり

委員会委員

茨城県県北地方総合事務所県

民生活課恋0292-25-2803

内線2306

県では、県民が自らの地

域を見直し、 自らの行動で

新しい魅力をつくっていく

『明Hの地域づくり委員会」

の委員を募集しています。

＊委員会の構成50人

＊活動内容年7回程度の

委員会を開催し、 2か

年で地域づくりについ

ての提言をまとめると

ともに、実践活動を行

います。

＊任期 2年（委嘱の日か

ら平成9年3月まで）

＊公募人員 10人

＊応募資格県内に居住す

る人で、公務員を除く。

＊応募方法

応募用紙に記入し、毒

310水戸市柵町1 3-1県

北地方総合事務所県民

生活課へ応募のこと。

応募用紙は、高萩市役

所企画開発課にもあり

ます。

＊申込期間 2月28日（火）

まで。 （当日消印有効）

県立水戸南高等学校

盆0292=47-4675

学びたいが、いろいろな

事情で柾11通学できない人

でも、職場や家庭にいなが

ら学ぶことができます。

現在、在校生の約8割が

10代から20代で、約2割が

30歳以上のみなさんです。

＊願害受付 3月6 1 1(月)か

ら31日(金)までの午前9

時から午後5時まで。

3月8日(水)と土・ 日曜

日を除きます。

＊応募資格

・居住地または勤務先が

県内にあって、中学校

もしくはこれに準ずる

学校を卒業、 または3

月卒業見込みの人。新

制中学校を卒業してい

ない人は、お問い合わ

せください。

＊願書請求願書は、 90円

切手をはった返信用封

筒を同封して請求くだ

さい。

＊願書請求先壷310水戸

市白梅21010県立水

戸南高等学校(通信制）

|－ 茨城県最低賃金（昨年10月1日から適用）
1日4,629円、 1時間581円

産業別最低賃金 ｜ ］日 1時間
鉄 鋼 業

一般機械器具製造業

5,340円

5,288円

668円

661円

電気機械器具製造業

精密機械器具製造業

各種商品小売業

5,280P1

5,280円

5,108円

660円

660円

6401 'l

ー’

篭溌3

市内の21消防分団をはじめ関係者約450人が参加出
した消防出初め式では、殉職消防関係者慰霊黙とう初
や勤続功労章などの表彰式、消防自動車による市内め
パレードが行われました｡火災時のポンプ操作の代式
表演技は、第14 ． 15分団により行われ、整然としか

も的確な操法を見せてくれました。…1月8日（日）
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市役所 ""F2111J"(

新規学卒者の
合同面接会

ハローﾜｰｸ高萩葱迩二2549
商工労働部職業安定課遍0292-21-8111

県では、今年の3月に大

学や短期大学、専修学校を

卒業予定で、 まだ就職先が

決まっていない学生のみな

さんを対象に、 「新規学卒

者合同面接会」を開きます

そこで、事業主のみなさ

んは、求人願いを各ハロー

ワーク （職業安定所）へ提

出して参加してください。

また、就職を希望している

学生のみなさんは、 この面

接会を、ぜひ、ご利用くだ

さい。

＊とき 2月15日（水）午

後1時から4時まで

＊ところサンシャイン常

陽(水戸市白梅2386）

＊参加企業約50社を予定

県民交通災害共済宅地の分讓}f"』Jf己:J:: #X#JP=■』rJF■fJ
･ ；.; "灘."

:ざ: :A:〉 #蕊JF…

:i;;;〃ざ｡理?：母?〃J"ffoJH!"JH"高談爾礎毒公社;j#■皿｡侭線432

＊分譲地の所在地下手綱字小島1,989番7、外

＊交通機関常磐線高萩駅から日立電鉄バス （川側。千代

田行、若栗行、関口行）で約7分、バス停留所「高萩

土木事務所入口」下車、徒歩約10分。

＊開発面積と総区画数236,432.73㎡， 403区画

＊用途地域第2種住居専用地域（建築協定区域）

＊協定事項の概要住宅専用住宅。最高の高さ9m，建ぺ

い率50％、容積率80％、ほか。

＊取引態様自己物件の売買

＊分譲面積と分譲区画2,264.53㎡， 7区画

＊1区画当たりの面積277.77㎡(84.02坪）～360. 18nf

" 』』 ･ {生活環境課｡ l内線362

平成7年度の県民交通災

害共済の加入を受け付けて

います。会費を添えて、市

役所第2庁舎2階の生活環

境課へ申し込みください。

また、常会などの団体で

加入する場合は、 1人につ

き30円の報償金が出ますの

で、申し込みに来る人の印

鑑をお持ちください。

＊会費（ 1年間）

大人 900円

中学生以下 500円

＊共済期間平成7年4月

1日から8年3月31日

＊万一の時のお支払い見舞

い金

・死亡 10()万円

・最高傷害 30万円

・身障見舞い金50万円
一饗&奉憾憲議燕驚…睡當贈一

ー

蕊雛‘

…鑿

滑
く
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ

I
／‐

／

、～

＆

皐綴

福島県のグランデコスキーリゾ トで開かれた親

子スキ教室には、 19組42人の親子が参加しました

'|員れないスキ板に足を取られて転んでいた子ども

たちですが、 2日目に入ると、楽しそうにボゲン

で斜面を滑くっていく姿が見られるようになりまし

た。…1月4日(水)～5日(木）

ー

~＝ご~曇

*分譲価格18,177,269円(277.77㎡…l区画）

～24,268,928円(360. 18㎡…l区画）

※分譲価格は、国土利用計画法に基づく価格確

認済み。

＊開発行為検査済み年月日平成6年12月26日第158号

*負担金汚水処理場維持管理負担金…18万円(1区画）

*使用料汚水処理場使用料………月額3千円(1区画）

＊申込期間 2月20日 （月）から2月24日 （金）

＊申込受付場所・時間 （財)高萩市住宅公社（本町1 100

高萩市役所内) 、午前9時から午後4時まで。

＊制限事項

・讓り受けた人は、譲渡契約締結日から3年以内に、

自己の専用住宅1戸を建設し、かつ自ら継続して居

住すること。

・讓り受けた人は、讓渡契約締結日から3年間は、土

地を他人に讓渡することはできません。

・讓り受けた人が契約事項などに違反したときは、住

宅公社が土地の買い戻しを行うことができます。

》
》
》
》
》
》
》
》
》
》
一
梅
霊
峰
》
》
い
ｉ
ｉ

今
年
は
実
践
の
年

鼠≦官公署や市内の各種企業、事業所などのみなさん

約260人の参加により、平成7年の新年名刺交換会

が文化会館で開かれました。そのなかで大久保市長

は、 「将来を踏まえ、市の根幹を成す各種事業に、

積極的に取り組む実践の年にしていきたい」とあい

さつしました。…1月6日(金）’
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歩いてみると、加わってみると、触れてみると…。この先で得るものは、何でしょう。それは、思い

がけない出会いだったり、新しい風景だったり、新たな期待への予感だったり。このコーナーでは、

み悪さん鰯ｽﾃｷ葱ﾗｲﾌｽﾀｲﾙつくりを応援します｡織震溌盆232111

必
や必

へ

ゴ｢ゴ 」
I ﾛ

ラ，フVS
3月 5 呂|旧） 、開演時間：午前10時と午後1時40分．文化会館◎入場料：大人1,500円、学生1,300円、中

学生1,200円、小学生1,000円，幼児900円○主催： 日立セントラル

－ロー陣 臣告《
室

印ヨ'4 局 亜

三二

〔募集〕あなたの作品をお寄せください。○会場：文化会館◎応募資格：市内に居住、 または勤

務する人。◎部門：一般部と教育部、課題： 自由、一般部の出品料: 15,000円（額を買い取る

場合は30,000円）◎教育部の出品料: 1,000円、作品の寸法と搬入については、事務局にお尋

ねください。◎応募締切： 2月16H(木）◎授賞式: 3月12日 （日）●主催：高萩市書道連盟（事

務局荒井豊流さん念22-2310)

10 123月 R(f)~ R旧）

PLAYPL
■
Ⅲ
岨
■ YPLAY演劇発表会演劇発表会未叶目rLHI ｢LHI FLHI ◎高萩中学校演劇部、高萩高

等学校演劇部と卒業生会、そして劇団らじかる・かんぱに－による演劇活動の成果を発表しま

す。◎開演時間：午後1時。文化会館◎入場料：無料◎主催:PLAYPLAYPLAY実行委員会

19日(日3月

ー

星を見る会喜毫長久操隷鋤工体側を使劃て､…為会藍開きます｡･参
加料：無料●時間：午後7時30分から9時まで。雨や曇りのときは、 26日（日） に順延。、観察

対象：火星◎ところ：文化会館南側駐車場、募集人員: 30人(小学生以下は､保護者同伴のこと）

◎申込期間：電話で2月15日（水）から2月28日（火） まで。主催：歴史民俗資料館壷237229

253月 日(土

オカリナ奏者

‐

郎．示

263月 @開演時間：午後6時｡文化会館◎入場券発売中（全

席指定) : S席5,000円, A席4,500円（日立シビツ

クセンターには、入場券がありません画）◎主催：文化

日(日）

溌鞭3 会館a23-741]溌蕊灘§

/蘂 田所書店
1 1’

ねもと。

吉･ ●／L〆､ ､､ノ
ー上【－一－／

仲屋吾店

高浜やおけ人

クセンター

高萩イ

ピア

/ター店

'マート

ニティストア上島名

日立市民会館日

Yショッブサカモト

・川上かねこ （十王

文化会館冠23-7411

コミ堂

(磯原）

誕識カイドｰ

小。

市政モニタ ■■■■■■

ぼしゅう中学校の講師 ､､ > , ､ ' ざ』秘書課恐23-2111 内線252

市では、市政についての意見や要

望を聞き、市民参加のまちづくりを

進めるため、地域と市政の橋渡しと

なる市政モニターを募集しています

＊対象者市内居住で、公職を持た

ない人で、市政モニター未経験

の人。

＊募集人員20人

＊任期 2年（委嘱の日から平成9

年3月まで）

＊主な仕事まちづくりへの提言や

要望、連絡会議への出席など。

＊応募方法はがきに住所、氏名、

年齢、職業、電話番号を記入し

=318本町1-100市役所秘耆課へ

郵送． または電話でとゞうぞ。

＊締切り 3月6日（月）まで。

b 』

教育委員会?学校教育課ja2341135

現在、教員の資質向上を図るため、

国をあげて採用1年目の先生たちを

対象とした「初任者研修」に取り組

んでいます。この研修を行うため、

新しく採用した先生を指導したり、

校外に出張した後の子と→もたちの指

導にあたるための非常勤講師を募集

しています。

また、産休や育児などで休む先生

の替わりに授業をしたり、学級を担

当する常勤の講師も募集しています。

募集にあたっては、特に、今年度

末に退職する人や、過去に教職の経

験のある人などの応募をお待ちして

います。

ヴ リ

少年スキ三教室
‘ ：: ： ､､ 、 { #

教育委員会f《スポF一ツ振興課
、 ：: ･ ､ ; : ･ ; ， _ 藻， ; ” ， - :;窓23-1131

＊とき 3月27日(月)から28日（火）

＊ところ山形県米沢市天元台スキ

ー場

＊内容楽しく安全な基礎スキーを

学ぶ

＊対象者小学5 ‐ 6年生と中学生

＊募集人員45人（定員を超えたと

きは抽選）

＊参加料13,000円

＊申込先 2月28日(火)から3月10

日(金)までに市民体育館へ。
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応援しま 砺…探る見る創作す畜鵜一
小野崎睦子さん。高萩中2年▼米

第19回交通安全市民のつどい

並びに第16回交通事故追放大会 i3
0ろたか

、午前10時から◎文化会館◎入場料：無料 L

，右のポスターを ▼樫村裕考さん｡秋山小4年▼小林利明さん｡高萩小5年

’

▼村山佳津典さん｡松岡小6年
一2月11日仕） はじめ子どもたち

の交通安全ポスタ

-29点をホワイエ

に展示します。◎

主催：生活環境課

（内線362） 蕊溌蕊蕊灘篭溌…鱗難癖譲蕊識蕊§一

芸能生活35周年記念リサイタル

津軽三味線の女王

、津軽ひろ子さんの演歌や三味線、

津軽ひろ子ショー
2月15日(水） 民謡をお楽しみください。◎開演時間：午後2時と6時30

：津軽ひろ子音楽事務所念03-3797-0371分、文化会館◎入場料：無料くゆ主催 －段

■■■■■■

ヨー

午後6時＠文

000円, A席

◎開演時間：昼の部…午後2時、夜

化会館、入場券発売中（全席指定) ：

4,5()0円◎主催：文化会館恋23-7411

の部
r、、]¥垂

bノド向
一
ひ

2月19日旧 会歓 引
◎開会式：午前9時15分から

、会場：市民体育館◎主催：

高萩市体育協会（事務局：教

育委員会スポーツ振興課恋

23-1131)

＊開放しません。 ＊

◎2月19H(日）は、市民体育館の無料開放口となっ

ていましたが、 この綱引き大会を開催するため、開放

できないことになりました．この日は、ぜひ、子ども

たちの応援にお越しください。

子ども会駅伝大会麓篭蕊難巽間堂内些轍鮒青青”陣恥
~’

》
一

口
剥
恥
騨
蕊
岬
Ｊ
》
螂
一
鋤
一
蠅
口
鞍
剰
》

“
、
一
一
》
“
抄
、

“
や
一
一
《
罐
一
》
｛
↓
、
騨
司
、
ｆ
》
溌
畿
ロ
ー
“
軸
斗
Ｊ
、
“
辛
子
や
認
》
一
“
毎
Ｆ
》
』
一
〉
叩
浄
》
》

《
、
“
、
叩
罐
唖
一

、
Ｊ
》
“
輪
》
一
｛
繰
吾
“
峰
凹
一
」
《
鵠
『

》
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隼
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き

》
：
》
密
《
ふ
式
心
よ
溌
》
議
蟻
”
涯
鰊
滅
《
〉
灘
藻
蕊
窯
漆
『
電
、
鑑
鍛

箆
七
回
雨
情
砲
皇
吋
忠
Ｈ
《
唖

正
司
歌
江
さ
ん
の

文
化
講
演
会

#"f;仔王圃証■ Jい『J1
" ､､ ； 、 、蝋､" ､ ､ “ ､蝋;灘 鳴､鳴､ 尋 ；# "； ，" ミ ､､ " " “ " ，｡ "〕､ 噂
． "．､ ､噂， , ！ ‘、 :, ,:..；# ､. .､ ､ ､: 曇 ． ‘; 鷺､ ； . :

｡! ’由｡:誉窺圃迩でばﾐi"Jf

玉晦蕊涯学豊'皇Z
溌開溌泓" ■壷涯学習溌開か:れ､〆 :壷涯学習

「
心
と
心
の
ふ
れ
あ
い
」

;- : ､; : ､鰯; ､ 篭､､: 、鷺 # 、 ､ ､､ 、 ：

綴動の発表や話ン,ﾄ村など察しい盗画鰯Iも

. ．: ． ､､､､; ． ､驚・､為….: :患 :;． ： ､､､ : -,:: : , ,． .: ､､ ･･ ･" ､ ､､ ､ . _ : ; ：6" ;J"Tfi.!!:: ． ： ．弾蕊;し毎誇鮮ち■:し笈､い(ま域6? ;J〃 ？;LがJ: f､!{ ゞ八・:？｝
〆認麗討､(””曲；許鐙迩譲0分恋ら
蕊｡ど匿叡i報王蛎‘蛎宍掻民館■出､講堂■ i■・J'』 ゞ:
f蝦錘韓j漣■ ？■f■■3℃J』 ？"■ ↑ i"#■J■■E"#■ ？
●飛王訂教育委員会鐙涯掌駕係訟32-22職；

瀞。
p:

i一新する作業時期になりました。省みると、小事に

り、読み手を忘れている紙面がここそこに…。教本

い意思と柔らかい頭脳を発揮せよ” “デザインは種

差を”などと記されています。 4月号からの紙面づ

、みなさんの一考を､ぜひ､お寄せください。…ヒロ

とんでもない地震が起きた。大都市を破壊した地

災を誘発。繰り返される地震被害の教訓が今度も

なかったことが残念です。あなたは、地震の時ど

ますか。これを機会に改めて地域の防災について

てください。災害義援金の受け付けが始まってい
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『信頼という§こと」

行
か
な
く
て
困
っ
た
母
親
が
雨
何
は
と
も
あ
れ

担
任
の
先
生
に
相
談
し
ま
し
た
。
一
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で
も
休

ま
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な
い
ほ
う
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、
解
決
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方
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見
い
だ
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思
っ
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・
・
・
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い
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な
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だ
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っ
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何
か
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気
に
か
か
る
も
の
で
す
。

こ
ん
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が
あ
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ま
す
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子
ど
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学

突
然
子
ど
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〃
明
日
学
校
へ
行
か
な
い
〃

と
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親
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驚
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＆
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そ
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、
子
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、
毎
日
、
学
校
へ
行
く
の
が
当
た
り
前

ボーア タールヂ

ブﾗジﾙからB⑰α伽rdeにんにちほ）

仲西ジョージさん(中央)と仲

西クラヴデイテ･ ミチコ。フジ

イさん(左)夫妻､そして仲西
ミドリ. ・ダニエラちゃん（6

：’ : “ .

歳・前列左） と仲西ミチエ。ブ

ルーナ｡・ちゃん(4歳）の家族

（上手綱） と友人の伊藤カズ

ミ・アルマンドざん

校
ノー
Y､－し

力読‘↓蕊癖
‘ 、なゞら

に
違

な
い

教育の広場

行
く‐
丁 おえる:に'加

を誌主■墓＃
い
ろ
い
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な
悩
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と
思
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ま
す
が
、
親

と
先
生
、
そ
し
て
子
ど
も
が
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し
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こ
と

が
大
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で
す
。

近
道
と
母
親
は
考
え
た
か
ら
で
す
．
し
か
し
、

話
し
合
い
を
持
ち
ま
し
た
が
、
す
ん
な
り
結
論

が
出
ま
せ
ん
で
し
た
．
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の
日
に
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、
父
親
も

せ
ん
で
し
た
．
次
の
日
に
は
、
父
親
も

ア
．
｜
一
諄

了
１
１

日本にきて2年半になる仲西さん家族は、

休日を利用して袋田の滝や動物園などに出か

けるのを楽しみにしています。 「子どもたち

の会話は日本語･でも私たちは、 まだポルト

ガル語が多いわ」 と話す仲西さん夫妻ですが、

どちらも日本語がとてもじょうずです。

ミチコさんは、毎日、会社寮の30人分の食

事を作っています。ブラジル人が多いので、

塩漬けの牛肉や豆、オリーブなど、ブラジル

の材料を仕入れて調理しています。朝食に欠

かせないのが、一昼夜水につけた豆をニンニ

料理。 1人1か月lkgの豆が必要になります。

Iま
し
た
が
、
子
ど
も
は
納
得
す
る
ま
で

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
さ
ら
屡
閼
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す
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ら
れ
て
い
く
う
ち
に
、

が
信
頼
す
る
こ
と
を
約
束
し
て
学
校
へ

と
に
な
り
ま
し
た
。
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、

r篭壷這孝ルL､ 領

魂

蕊
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クと油、塩で味付けした料理。 1人1‘か月lk9の豆が必要になります

高萩市国際交流協会では、 ミチコさんを講師に、世界のグルメ講座

…ブラジル編を3月12日（日）に開きます。 「寒いときに暖まる料理を

紹介したい」と今から楽しみにしているミチコさんです。＝、 ：
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